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【背景・目的】 

富士山で懸念されている噴火発生時に，被害を軽減するための要素の一つとして地域住民が主体的

に行動できる能力（地域防災力）の向上挙げられる．本研究では，知識の学習に基づいて主体的に行動

することのできる災害に強い児童・学生の育成に資する，噴火災害に関する実験教材の開発を行う．こ

れら教材を活用して児童，教員，親世代の火山知識を向上させることにより減災を目指す． 

当センターでは実験装置の設計，デザイン，改良について担当している．R4年度は噴煙実験装置の改

良について研究を行った． 

 

【得られた成果】 

1．噴煙実験装置の実践授業観察・課題抽出 

実験装置を使用した教員による「富士山学習研究会」及び勝山小学校での「防災授業」において実

験装置の組み立て～実験の様子を観察し，課題を抽出，改良方法について検討を行った． 

2．噴煙実験装置の改良・試作 

授業の観察から得られた現状装置の課題について，設計や素材の検討を行い，改良点を反映した試作

品を2点製作，組み立て～実験の検証を実施した．装置の改良点として，主に組立をスムーズに行うた

めの防水用チューブの位置やクリップの位置を明確にするガイドの作成，実験時の水漏れや，富士山型

の前後に模擬噴煙が入り込むことを防ぎ，装置の耐久性を向上するため素材の変更等を行った．また装

置の組み立て方法について理解しやすくすることを目的に説明資料の案を作成した． 

 

  

 

 

 

【成果の応用範囲・留意点】 

 改良試作品及び説明資料について，教員研修や実際の授業での試用を行い，さらに改良設計を検討す

るとともに，従来の実験装置とのコスト比較等も行う必要がある． 

・主幹事は富士山科学研究所 

・産業技術センター担当分の成果を記載 

 

 

図1 富士山学習研究会での噴煙実験 図 2 噴煙実験装置の改良試作品 



 


